
FD・SD 研修会　開催記録

　大学への主たる進学者である 18 歳人口は、全体の人口減少よりも早い 1992 年をピークに減少を続

けてきた一方、大学進学率がほぼ右肩上がりに上昇してきた影響により、直近 10 年で大学進学率は約

36％から約 49％に上昇している。また、大学の進学者数は過去最高水準にまで達している。だがこれ

も 2026 年以降の 18 歳人口減少に伴い、大学進学率が上昇しても、大学進学者数が減少する局面に突

入する事が予測される。2023 年には私立大学全体の定員充足率が 99.59％と大学全入時代が到来した。

この 18 歳人口の減少が大学に与える影響は決して小さなものではなく、2030 年には定員 500 人規模

の中堅大学が 160 校消滅する可能性があるとの試算もある。しかし、北海道エリアは全国で突出して

高い地元残留率を維持しており、そのため大都市圏からの大学進学者確保は必須とみられる。

　大学の存続にも関わり得るような極めて重大な局面を迎えつつあることを強く意識しなければならな

く、大学を取り巻く環境の変化、マーケットの現状や本学における大学の生き残り戦略について、外部

講師をお招きし、教職員共々これからの大学運営について改めて意識する機会になればと考えておりま

す。

趣　旨

テ  ー  マ 進学マーケットの共有と本学の魅力発見

講　　師 外部講師

日　　時 2026 年 9 月 2 日（水）15:00 ～ 16:30

場　　所 講義室 2-3

開催状況 参加者：41 名


